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昭
和
四
〇
年
代
、�

�

横
浜
市
の
広
報
手
段

横
浜
市
の
広
報
担
当
の
部
署
で
は
、
一
九

四
九
（
昭
和
二
四
）
年
か
ら
二
〇
〇
五
（
平

成
一
七
）
年
ま
で
、
ほ
ぼ
月
に
一
回
の
割
合

で
広
報
ポ
ス
タ
ー『
市
民
広
報
』
を
作
成
し

て
い
た
。
市
史
資
料
室
で
は
、
こ
の
う
ち
、

市
広
報
課
か
ら
移
管
さ
れ
た
一
九
六
三
（
昭

和
三
八
）
年
一
二
月
（
第
二
〇
二
号
）
か
ら

二
〇
〇
五
年
四
月
終
刊
（
第
六
九
八
号
）
ま

で
、
欠
号
を
除
き
四
六
九
号
分
を
所
蔵
し
て

い
る
。
資
料
室
で
は
、
本
年
度
の
企
画
展
示

と
し
て
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
一
九
六
四
（
昭

和
三
九
）
年
〜
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
か
ら

特
徴
的
な
も
の
を
選
び
「
横
浜
市
広
報
ポ
ス

タ
ー
に
み
る
昭
和
四
〇
年
代
」
を
開
催
す
る
。

そ
こ
で
、『
市
民
広
報
』
が
、
広
報
担
当

部
署
が
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
事
業
の
な

か
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、

当
時
の
広
報
を
媒
体
別
に
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
簡
単
に
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
の
広

報
と
四
〇
年
代
に
お
け
る
広
報
担
当
部
署
の

概
観
を
し
て
お
こ
う
。

自
治
体
に
よ
る
市
民
へ
の
情
報
伝
達
は
、

昭
和
二
〇
年
代
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ

っ
て
、「
上
意
下
達
」
か
ら
市
民
参
加
の
広
報

へ
と
向
か
っ
た
。
横
浜
市
で
は
、「
行
政
の
民

主
化
す
な
わ
ち
市
政
と
一
般
市
民
生
活
の
一

体
化
を
目
標
」（
市
政
概
要
一
九
五
一
）
に
、

一
九
四
九
年
一
月
、
総
務
局
に
弘
報
課
が
新

設
さ
れ
、
弘
報
係
・
弘
聴
係
が
置
か
れ
た
。

一
方
、
県
の
慫
慂
に
よ
り
、
四
八
年
一
二
月

に
、
市
民
の
「
自
主
的
な
弘
報
機
関
」
と
し

て
金
沢
区
に
弘
報
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
以

後
、
各
地
に
弘
報
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
、

「
民
主
的
な
広
報
」
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
広
報
委
員
会
は
、
自
治
会
・
町
内
会
、

連
合
町
内
会
に
機
能
が
移
さ
れ
て
い
く
。

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
、
飛
鳥

田
一
雄
が
市
長
に
当
選
し
、「
市
民
集
会
」

な
ど
市
民
参
加
の
市
政
を
目
指
し
、
市
民
と

行
政
を
結
ぶ
も
の
と
し
て
広
報
と
広
聴
を
重

視
し
た
。
同
年
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
広

報
室
（
六
二
年
一
月
に
設
置
、
広
報
係
・
公

聴
係
・
市
民
相
談
室
）
を
、
市
民
相
談
部
広

報
課
と
公
聴
課
の
二
課
と
し
、
広
報
課
に
は

広
報
第
一
係
・
広
報
第
二
係
が
置
か
れ
た
。

ま
た
、「
市
政
広
報
の
民
主
的
か
つ
効
率
的

な
運
営
を
は
か
る
た
め
」
に
、
市
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
、
六
三
年
一
〇
月
広
報
企
画
委

員
会
を
設
置
し
、
翌
六
四
年
に
は
条
例
設
置

の
広
報
企
画
審
議
会
と
な
り
、
広
報
・
広
聴

の
企
画
運
営
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

広
報
課
・
公
聴
課
は
、
六
八
（
昭
和
四
三
）

年
四
月
、
総
務
局
が
企
画
調
整
室
・
総
務

局
・
市
民
局
に
再
編
さ
れ
た
際
に
、
市
民
局

相
談
部
広
報
課
・
広
聴
課
と
な
り
、
七
〇
年

に
は
、
広
聴
課
市
民
相
談
室
が
課
と
な
っ
た
。

以
上
に
よ
り
、
昭
和
四
〇
年
代
の
市
の
広
報

は
進
め
ら
れ
た
（
相
談
部
に
は
勤
労
市
民

室
・
交
通
対
策
室
等
も
設
置
さ
れ
た
）。

な
お
、
各
局
区
は
、
市
民
へ
の
情
報
発
信

を
独
自
に
行
っ
て
お
り
、
市
政
広
報
は
広
報

課
を
通
じ
て
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

広
報
課
は
、
市
政
全
般
に
関
わ
る
広
報
や
庁

内
の
広
報
の
調
整
に
当
た
っ
た
。
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� ●昭和40年代、横浜市の広報手段

「
印
刷
物
」に
よ
る
広
報

広
報
課
が
行
っ
た
昭
和
四
〇
年
代
の
広
報

手
段
は
、『
市
民
広
報
』
等
の
印
刷
物
広
報
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
広
報
映
画
に
よ
る
視
聴

覚
広
報
、
同
じ
く
音
声
に
よ
る
広
報
で
は
あ

る
が
広
報
車
に
よ
る
も
の
、
市
民
が
直
接
施

設
を
見
る
施
設
見
学
会
、
写
真
や
説
明
パ
ネ

ル
を
使
っ
た
市
政
展
示
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
報
道
機
関
を
通
じ
て
広
報
す
る
た
め
の
、

市
長
な
ど
の
定
例
記
者
会
見
も
所
管
し
た
。

先
ず
、「
印
刷
物
」
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、

『
広
報
よ
こ
は
ま
』・『
市
民
広
報
』・『
市
政

グ
ラ
フ
』
な
ど
の
定
期
刊
行
物
と
不
定
期
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
あ
る
。

現
在
も
発
行
さ
れ
て
い
る
『
広
報
よ
こ
は

ま
』
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
設

置
さ
れ
た
弘
報
課
が
、
同
年
三
月
『
横
浜
弘

報
』
と
し
て
発
行
し
た
広
報
紙
の
後
継
で
あ

る
。
初
年
は
、
Ｂ
五
判
、
一
四
〜
三
五
ペ
ー

ジ
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
度
は
八
ペ
ー
ジ
月
刊
、

五
一
年
度
は
四
〜
八
ペ
ー
ジ
、
月
二
回
刊
、

五
二
年
度
は
四
ペ
ー
ジ
月
刊
へ
と
変
更
さ
れ
、

五
三
（
昭
和
二
八
）
年
度
に
は
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
二
ペ
ー
ジ
の
『
弘
報
よ
こ
は
ま
』、
五
五

年
に
は
弘
報
が
広
報
と
な
っ
た
。
当
初
は
、

市
議
や
弘
報
委
員
会
、
銀
行
・
会
社
・
学
校

図
書
館
や
理
髪
美
容
師
組
合
な
ど
へ
配
付
さ

れ
た
が
、
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
は
、
自

治
会
・
町
内
会
を
通
じ
て
全
世
帯
配
付
と
な

っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
で
は
、
一
九
六
五（
昭

和
四
〇
）
年
に
は
、
四
ペ
ー
ジ
月
刊
と
特
集

号
二
ペ
ー
ジ
の
一
三
回
発
行
し
、
一
月
号
が

増
ペ
ー
ジ
や
大
判
（
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
判
）
に

な
る
な
ど
の
変
化
が
あ
る
。
七
四
（
昭

和
四
九
）
年
に
は
、
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
判

四
ペ
ー
ジ
一
回
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
四
ペ

ー
ジ
一
一
回
の
発
行
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

点
字
版
（
六
六
年
七
月
〜
）
や
録
音
版

（
七
〇
年
〜
）
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー『
市
民
弘
報
』
は
、
前
記

の
よ
う
に
『
横
浜
弘
報
』
と
同
様
に
一

九
四
九
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
。同
年（
事

務
報
告
年
度
）
で
は
、
Ｂ
二
判
を
七
回
、
各

二
五
〇
〇
枚
を
発
行
し
た
。
五
二
（
昭
和
二

七
）
年
で
は
、
Ｂ
三
判
四
色
刷
り
、
二
〇
日

ご
と
に
計
二
一
回
、
四
〇
〇
〇
枚
ず
つ
発
行

し
、『
横
浜
弘
報
』
の
配
布
先
や
浴
場
・
映

画
館
な
ど
に
配
付
さ
れ
た
ほ
か
、
市
の
広
報

板
に
も
掲
出
し
た
。「
市
政
に
関
し
て
市
民

の
注
意
を
喚
起
し
、
広
く
協
力
を
求
め
る
た

め
に
、
市
政
に
関
す
る
諸
事
項
を
重
点
的
に

採
り
上
げ
、
そ
の
概
要
を
解
説
し
た
壁
新
聞

形
式
」（
市
政
概
要
一
九
五
二
）
の
も
の
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
代
で
は
、
縦

長
の
Ｂ
二
判
、
二
〇
〇
〇
〜
六
五
〇
〇
枚
を

発
行
し
た
。
主
に
市
政
に
関
す
る
二
〜
三
の

情
報
を
掲
載
し
、
文
字
情
報
が
多
い
ポ
ス
タ

ー
で
あ
っ
た
。

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
に
は
、
新
た

に
『
市
政
グ
ラ
フ
』
が
発
行
さ
れ
た
。
判
型

は
タ
ブ
ロ
イ
ド
又
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
判
、
四

ペ
ー
ジ
、
同
年
（
事
務
報
告
年
度
）
は
「
の

び
ゆ
く
横
浜
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
三
回
発
行

し
、『
広
報
よ
こ
は
ま
』
と
同
様
に
全
世
帯

配
付
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
に
な
る
と
、

年
一
回
の
発
行
と
な
っ
た
が
、
六
七
（
昭
和

四
二
）
年
を
最
後
に
発
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
六
月
に
は
、

同
じ
く
グ
ラ
フ
誌
の
『
市
民
グ
ラ
フ　

ヨ
コ

ハ
マ
』
が
発
行
さ
れ
た
。
同
誌
は
、
創
刊
号

約
五
〇
ペ
ー
ジ
、
ほ
ぼ
年
三
回
発
行
さ
れ
た

本
格
的
な
グ
ラ
フ
誌
で
、
二
〇
〇
三
（
平
成

一
五
）
年
二
月
刊
の
第
一
二
二
号
ま
で
続
い

た
。
飛
鳥
田
一
雄
市
長
は
、
創
刊
号
に
「
広

報
よ
こ
は
ま
と
こ
の
市
民
グ
ラ
フ
は
、
単
に

市
政
の
動
き
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
と
市
民
、
市
民

相
互
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
型
の
意
見
の
交
換

が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
、
市
政
へ
の
市
民
参

加
を
促
進
す
る
、
共
通
の
広
場
と
し
て
の
重

要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、『
広

報
よ
こ
は
ま
』
と
共
に
重
要
な
広
報
媒
体
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
他
、
市
政
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

類
な
ど
も
適
宜
発
行
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
か
ら
六
八
年
に

は
、
市
政
（
勢
）
解
説
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
私

た
ち
の
横
浜
』
全
九
冊
（
三
〇
〜
七
〇
ペ
ー

ジ
）
が
、
七
一
年
に
は
『
横
浜
の
下
水
道
』、

『
横
浜
の
公
害
対
策
』
な
ど
を
発
行
し
、
七

二
年
に
は
『
大
都
市
貧
乏
物
語
』・『
横
浜
五

大
戦
争
』
と
い
う
市
財
政
・
都
市
問
題
を
考

え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
。

「
視
聴
覚
」媒
体
の
広
報

定
期
的
な
視
聴
覚
媒
体
の
広
報
は
、
先
ず

広
報
映
画
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九
五
〇
（
昭

和
二
五
）
年
、
社
団
法
人
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス

映
画
協
会
が
設
立
、
県
内
各
地
の
ニ
ュ
ー
ス

映
画
を
製
作
し
、
映
画
館
で
上
映
さ
れ
は
じ

め
た
。
横
浜
市
は
、
五
二
（
昭
和
二
七
）
年

か
ら
同
協
会
に
委
託
し
て
市
政
ニ
ュ
ー
ス

（
神
奈
川
ニ
ュ
ー
ス
市
政
版
）
を
制
作
し
、

市
内
各
地
の
映
画
館
で
上
映
し
、
ま
た
、
市

政
版
を
ま
と
め
た
一
六
ミ
リ
等
の
「
横
浜
市

政
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
を
作
成
し
て
、
弘
報
委

員
会
の
集
会
な
ど
で
上
映
さ
れ
た
。
昭
和
四

〇
年
代
に
お
い
て
も
、
月
一
回
、
神
奈
川
ニ

ュ
ー
ス
市
政
版
を
製
作
し
、
市
内
各
地
の
映

画
館
で
上
映
す
る
と
共
に
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
も
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
特
定
の
テ

ー
マ
の
広
報
映
画
も
作
ら
れ
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
放
送
が
始
ま
っ
た
テ
レ

ビ
は
、
六
〇
年
代
初
め
に
は
普
及
率
が
五
割

を
超
え
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
も
普
及
し
始
め
た
。
横
浜
市
で

は
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の

番
組
へ
の
情
報
提
供
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一

九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
に
は
、
日
本

テ
レ
ビ
に
委
託
し
て
、
月
一
回
、
五
分
間
の

広
報
番
組
「
ヨ
コ
ハ
マ
・
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
」

の
放
映
を
始
め
た
。
初
回
の
二
六
日
に
は
、

直
前
の
選
挙
に
お
い
て
現
職
を
破
っ
て
当
選

し
た
飛
鳥
田
市
長
が
、「
こ
れ
か
ら
の
横
浜
」

と
題
し
て
、
神
奈
川
新
聞
論
説
委
員
白
土
秀

次
を
聞
き
手
に
し
た
番
組
で
あ
っ
た
。
昭
和
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●昭和40年代、横浜市の広報手段

四
〇
年
代
に
も
同
様
に
五
分
番
組
が
続
け
れ
、

七
四
年
四
月
よ
り
カ
ラ
ー
と
な
り
「
横
浜
の

明
る
い
話
題
や
風
物
を
フ
ィ
ル
ム
で
紹
介
」（
市

政
概
要
一
九
七
四
）
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

写
真
は
、
三
〇
分
特
集
番
組
「
新
し
い
町
づ

く
り
の
た
め
に
」
の
撮
影
風
景
で
あ
る
。

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月
、
神
奈

川
県
や
横
浜
市
な
ど
県
内
自
治
体
等
が
出
資

し
て
設
立
し
た
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
本
放
送
が

始
ま
る
と
、
横
浜
市
は
、
行
事
・
募
集
・
施

設
の
紹
介
な
ど
、
五
分
間
の
「
横
浜
市
だ
よ

り
」
を
毎
日
二
回
と
、
座
談
会
や
対
談
な
ど

に
よ
り
市
政
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
参
加
番

組
で
あ
る
三
〇
分
の
「
ご
意
見
有
用
」
を
毎

週
一
回
放
映
し
て
い
る
。
七
五
年
頃
か
ら
は
、

年
数
回
、
特
別
番
組
も
行
っ
て
い
る
。

「
視
聴
覚
」
広
報
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
も

あ
る
。
テ
レ
ビ
と
同
様
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
に
情

報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
一
九
五
八
（
昭
和
三

三
）
年
、
ラ
ジ
オ
関
東
が
設
立
さ
れ
る
と
、

週
二
回
の
「
声
の
広
場
」
に
よ
り
市
政
広
報

を
行
い
、
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
は
「
横

浜
の
空
か
ら
」
と
な
り
、
六
七
（
昭
和
四
二
）

年
四
月
か
ら
は
、
一
五
分
番
組
「
横
浜
の
空

か
ら
」
よ
り
、
二
分
（
後
に
五
分
）
番
組
の

「
横
浜
だ
よ
り
」
と
な
り
、
週
一

回
か
ら
週
六
回
の
放
送
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
昭
和
四
〇
年
代
の

一
時
期
に
は
、
横
浜
駅
西
口
の
ア

ド
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
広
報
表
示
も
行

っ
て
い
る
。

「
展
示
」に
よ
る
広
報

「
視
聴
覚
」
広
報
に
含
ま
れ
る

が
、
市
民
が
足
を
運
ん
で
み
る
も
の
と
し
て

展
示
広
報
が
あ
る
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
、
現
市
庁
舎

が
新
築
さ
れ
、
一
階
の
市
民
広
間
に
市
政
の

あ
り
方
な
ど
を
説
明
し
た
パ
ネ
ル
等
を
設
置

し
た
。
ま
た
、
六
二
年
八
月
に
野
沢
屋
な
ど

で
開
催
し
た
「
伸
び
ゆ
く
横
浜
展
」
の
よ
う

に
、
外
部
の
展
示
会
場
や
野
外
に
お
け
る
展

示
も
行
っ
て
い
る
。

飛
鳥
田
市
政
期
に
な
る
と
、
市
長
の
施
策

を
反
映
し
た
、
六
三
年
度
、
市

長
へ
の
手
紙
を
も
と
に
し
た

「
市
政
展
」（
有
隣
堂
）、
六
四

年
度
「
子
供
を
大
切
に
す
る
市

政
展
」（
野
沢
屋
）、
六
五
年
度

「
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
展
」

（
有
隣
堂
）
を
行
い
、
六
六
年

度
は
各
区
を
巡
回
す
る
「
移
動

市
政
展
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
も
、
市
政
展
示
は
続
け

ら
れ
て
い
く
。
ま
た
、
一
九
七

〇
年
度
か
ら
は
市
民
ホ
ー
ル
内
に
市
の
歩
み

の
常
設
パ
ネ
ル
も
加
わ
り
、
関
内
駅
前
の
掲

示
板
で
も
常
時
市
政
の
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
七
月
、
中
区

万
代
町
に
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
、

そ
の
中
に
広
報
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

同
施
設
は
「
市
政
資
料
の
展
示
や
各
種
の
機

関
誌
な
ど
を
集
め
た
ミ
ニ
コ
ミ
コ
ー
ナ
ー
の

運
営
」
を
行
い
、
以
後
、
さ
ま
ざ
ま
展
示
を

行
っ
て
い
る
。

施
設
見
学
会
な
ど

そ
の
ほ
か
、
昭
和
二
〇
年
代
に
始
ま
っ
た

市
諸
施
設
の
見
学
会
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
一
九
六
九
年
度
で
は
、
清
掃
局
磯
子

工
場
・
中
央
卸
売
市
場
・
農
業
指
導
所
な
ど
、

四
六
回
、
約
一
七
〇
〇
人
が
参
加
し
て
い
る
。

広
報
車
に
よ
る
広
報
も
、
引
き
続
き
行
わ
れ

て
お
り
、
例
え
ば
一
九
七
〇
年
度
で
は
、
選

挙
・
納
税
・
交
通
共
済
な
ど
六
一
七
回
の
出

動
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
市
長
・
局
長
の
記
者

会
見
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
市
長
記
者
会
見

は
、
昭
和
四
〇
年
代
初
期
に
は
月
二
回
で
あ

っ
た
が
、
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
四
月
か
ら

三
回
と
な
り
、
七
二
年
七
月
か
ら
は
毎
週
一

回
と
な
っ
た
。

最
後
に
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
度
の

市
民
局
相
談
部
の
広
報
予
算
を
見
て
み
よ
う
。

事
業
別
を
見
る
と
、
テ
レ
ビ
広
報
費
が
四
七

％
弱
と
高
い
割
合
で
あ
る
。
七
〇
年
度
は
、

広
報
よ
こ
は
ま
発
行
費
の
八
分
の
一
の
金
額

で
あ
っ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
三
〇
分

番
組
の
影
響
が
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
。
七
五

年
度
に
は
、
広
報
よ
こ
は
ま
発
行
費
を
下
回

る
額
に
な
っ
た
が
、
予
算
面
で
見
る
と
「
お

茶
の
間
」
へ
の
広
報
は
、
地
元
テ
レ
ビ
局
が

で
き
た
た
め
に
、「
広
報
よ
こ
は
ま
」
と
テ

レ
ビ
の
広
報
番
組
が
重
要
と
な
っ
た
。
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横浜ポートサイド　1968年11月
浅野隆撮影�飛鳥田一雄資料

広報センターの展示　1974�年8月　広報課写真資料

1973年度広報費予算（市民局相談部）
事業名 金額（千円） ％

広報よこはま発行費
市民グラフ発行費
市民広報発行費
パンフレット発行費
ポスター掲出費
テレビ広報費
ラジオ広報費
映画広報費
広報車運営費
市政展示会費
県のたより配付費
広報企画審議会費
市の施設見学会費
報道機関関係経費
広報活動団体関係経費
広報事務費

60,129 
7,633 
2,256 
3,800 
8,609 

126,013 
6,502 
4,033 
1,571 
3,060 

27,880 
244 

2,533 
11,035 
1,512 
2,508 

22.3 
2.8 
0.8 
1.4 
3.2 

46.8 
2.4 
1.5 
0.6 
1.1 

10.4 
0.1 
0.9 
4.1 
0.6 
0.9 

小　計 269,318 100.0 

出典 :『横浜市市民局相談部要覧』昭和48年度。




